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　全日本印刷工業組合連合会　　　　　会　長　滝澤　光正

年男年女新春エッセイ		 		 		 		 	
　アート印刷株式会社　　　　　　　　　　　　戸室　匡代
　株式会社中本本店　　　　　　　　　　　　　梶谷　剛彦
　東光印刷株式会社　　　　　　　　　　　　　道垣内大志
　株式会社ユニバーサルポスト　　　　　　　　　前田　優林

第５回拡大理事会開催	 		 		 		 		

『印刷白書 2022』のご紹介

令和４年度永年勤続表彰

夢メッセ	基調講演　津田	淳子

福山支部だより	 		 		 		 		 	

事務局だより　　●組合のうごき	 	

　皆さま、新年あけましておめでとうございます。
　今年も「いんさつ広島」編集員一同、皆さまに身近な情報等を
お伝えできるよう頑張りますので、どうかよろしくお願いいたします。
　写真は、「福山八幡宮」です。ここには全く同じ形をした参道が
東と西に二つあり、その先にも同じく拝殿、本殿が個々にあります。
その真ん中に両方を同時に参拝できる「合祭殿」があります。
　４代目福山藩主、水野勝種が城下南東の町人の産土神である延
広八幡宮と城下南西の武士の産土神である野上八幡宮を今の場所
に遷座した時、このような配置になったとのこと。身分制度が厳し
い江戸時代に武士と町人の産土神が対等に祀られるのは珍しかった
ようです。
　皆さまも一度、初詣に行かれてみてはいかがでしょうか。
※「産土神」( うぶすながみ ) と読む

『福山八幡宮』(福山市北吉津町・福山駅北側 )

広島県印刷工業組合会報（毎月1日発行）

迎迎    春春
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— ２０２３年テーマ —

今年こそ、真っ赤に燃やせ！ 印刷魂

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。旧年中は組合運営に格別のご支援とご協力を賜りまして、厚く御礼申し上

げます。本年もご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　今年の一大イベントといえば、10 月に開催予定の「2023 全日本印刷文化典　広島大会」です。一昨年の長野大

会が中止、昨年の広島大会が延期となり、前回の高知大会から実に５年ぶりに開催の見込みが立ちました。50 年ぶ

りの主催を担うわれわれ広島県工組にとっては予定より１年遅れの地元開催となりますが、ここに至るまでにたまっ

たパワーを総動員し、万全の体制で臨む所存です。

　さらに、この広島大会は「第 17 回印刷産業夢メッセ」との同時開催となります。夢メッセも２年連続中止となっ

ていましたが、昨年３年ぶりに無事開催できました。たくさんの人々が知恵や経験を持ち寄って一つのモノ・コト

を創り上げる意義と喜び、そして感謝を、いつにも増して感じられた夢メッセだったと思います。この秋は同時に

二つの催しを成功に導くという大役を果たさなければなりません。身の引き締まる思いですが、純粋に楽しむ気持

ちも忘れず、全国の仲間が一堂に会するこの機会が有意義な場となるよう、精一杯努めてまいります。

　このような決意を表明する意味も込めて、今年度の広島県工組では「今年こそ、真っ赤に燃やせ！ 印刷魂」をテー

マに掲げました。「真っ赤に燃やせ！ 印刷魂」は全日本印刷文化典広島大会のキャッチフレーズです。厳しい状況

にあるといわれる印刷業界ですが、そのような状況下でも下を向かず、強い気持ちで未来を切り開こうというメッ

セージです。原爆の惨禍から、たび重なる災害から、広島は長い歴史の中で何度も立ち上がってきました。そんな

広島を舞台に開催される今大会を通じて、全国の仲間たちに、そして地元広島に、熱いエールを送りたいと思います。

「今年こそ」という言葉には、今年こそ文化典を開催し無事成功させるぞという意気込みはもちろん、近年さまざま

な事情で実現できなかった夢を、今年こそ叶えましょうという思いも込められています。

　さて、あらゆる産業が DX による価値の創出に取り組む中、全印工連でもポストコロナ時代における戦略につい

て調査、研究、議論を重ねてきました。そこで推進しているのが「DX-PLAT」の活用です。これは発注者と生産者

を自動的にマッチングする仕組みで、発注内容に応じて、必要とされる技術や設備など条件の合う会社と組み合わ

せるというものです。つまり各社が適材適所で独自の強みを生かして協働し、お客さまの課題解決を図るのです。

自動化と省力化を進め、稼働率が低い設備と人的資源を有効活用することで、生産設備の稼働率向上と最適化、生

産コストの低減、受注業務や生産管理業務の合理化、そして新たな価値の創出というメリットが期待できます。各

社の企業努力だけではなく業界全体を広い視野で捉え、いかに相乗効果を生み出し社会に必要とされる価値を見出

すか。これが、印刷産業が生きる道につながるのではないでしょうか。広島県工組としても、これまで以上に連携し、

得意分野を尊重し合いながら、共存できる関係づくりを目指したいと思います。

　最後にもう一度言わせてください。10 月は「2023 全日本印刷文化典」と「印刷産業夢メッセ」同時開催です。

この広島に集まってくださる皆さまを、おもてなしの心でお迎えしましょう！ 

　2023 年が皆さまにとって良い年となりますよう祈念して、新年の挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

広島県印刷工業組合
   理事長　　中　本　俊　之
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　明けましておめでとうございます。

　旧年中は当連合会に格別のご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げますとともに、本年も一層のご指導を賜りま

すようお願い申し上げます。

　昨年 9 月に名古屋にて開催いたしました「全印工連フォーラム」には、全国から 300 名を超える方々にお集まり

いただき、全印工連事業をより一層ご理解いただくとともに全印工連の団結と協調、さらには将来の業界発展に向

けての課題や方向性を再確認することが出来ました。これも偏に全国の印刷工業組合の役員、組合員、関連業界の

皆様のご理解とご協力の賜物と深く感謝申し上げます。

　さて、昨年も新型コロナウイルスから解放されることはなく、ウクライナ情勢及び円安による原油や電気などの

エネルギー価格の高騰、また、印刷用紙をはじめとする印刷主要諸資材の相次ぐ値上げと様々な価格高騰に翻弄さ

れた年でした。新型コロナに関しては、感染者数に変動はあるものの共生が進み、ウィズコロナが浸透してきたこ

とを感じさせる年でもありました。

　このような状況の中、私たち全印工連では、未来に向けての永続的な発展という大きな目標に向かって果敢なチャ

レンジに挑んでいるところです。新時代にふさわしい産業へと変貌するためには「令和の構造改善」を達成するこ

とが必要です。その一つの方策として、これまで着々と準備を進めてきた「DX-PLAT」の本格運用を昨年 10 月よ

り開始しました。この「DX-PLAT」を活用することで、生産設備の稼働率向上と最適化、高度な品質や仕様、納期

などを求められる仕事のコスト低減、受注業務や生産管理業務の合理化、そして、そこから新たな価値創出を実現し、

さらには、蓄積されたデータを分析・活用することで事業領域の拡大と今以上にサプライチェーンの中で必要不可

欠とされるための地位の確立と強化を目指してまいります。

　また、グリーン購入法における再生紙の取扱いの改善活動、

官公需における最低制限価格制度の導入推進や知的財産権保

護など、私たち印刷産業の共通課題解決に向け引き続き全力

を傾注する所存です。

　全印工連は、本年も引き続き、ブランドスローガンである

「Happy Industry 人々の暮らしを彩り幸せを創る印刷産業」

へと繋がる各種事業に取り組み、組合員各位とともに印刷産

業の発展にむけ一層精進してまいります。

　2023 年が皆様にとって明るく希望に満ち溢れた素晴らし

い一年となりますよう心から祈念いたしまして、年頭のご挨

拶といたします。

新年のご挨拶

全日本印刷工業組合連合会　

　会　 長　滝　澤　光　正
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年女新春エッセイ

　新年明けましておめでとうございます。
　入社して数十年が過ぎ、多分 5 回目の年女になろう
としていたある日、社長から「文章を書いてもらいた
いんよ。」と言われ、『うさぎ年の方が見つかりません。
ピンチです !!』というＦＡＸを渡されました。文章を
書くことが苦手な私がピンチになってしまった感じが
していますが、年女になるので今までのことを思い出
してみようと思います。
　私は農家に生まれたので、自然の中で元気にのびの
びと育ったと言いたいところですが、偏食な子供で食
べれる物が少なくて、山や川でよく遊ぶ反面よくお医
者さんにもお世話になっていました。
　中学・高校時代は漫画にハマっていて、少女漫画の
雑誌をほとんど読んでいたと思います。そしてこのこ
とが芸大に進学したり、印刷会社で働くきっかけになっ
ていたのかなあと思います。
　1981 年に京都の短大に進学し、二年間デザインを
学び、卒業後に地元に帰って来てアート印刷に入社し
ました。当時、アート印刷を選んだ理由を「電話帳の
一番始めにあったからじゃろう？」と聞かれることが
ありましたが、そうではなくて、電話帳に求人広告が
あったからでした。
　それはさておき、入社した頃は、当然のことながら
パソコンは無く、デザインをもとに版下を作り、製版
したフィルムを刷版に焼いて印刷をしていました。私
は主に版下を作っていて、打ってもらった写植を切っ
たり貼ったり、訂正が入れば文字を切ってズラしたり
と…、今思えば気が遠くなりそうな仕事でした。
　その後、DTP になり、デザイン・版下からフィルム
出力までを一つの部署で行うようになりました。移行
した当初はパソコンを含め出力をするための機器が不
安定で、エラーが多く、夜中までかかってもフィルム
の出力が出来ず、もう泣きそうになりながら、不具合
箇所の追跡をしていたことを思い出します。
　10 年ほど前、今の製造の現場に異動になり、場所も
二階から一階になりました。ここでは印刷の紙積み、
刷了紙の断裁・簡単な加工・封入れ作業・包装・発送
などを行っています。封入や包装などの手伝いをした

ことは何度かありましたが、実際に働くのとは大違い
で、知らなかったことも多くあり要領も悪く、毎日が
パニックでした。それでも何とか、周りの人の助けを
借りながら現在に至ります。
　不思議なもので、一つのことが変わると色んなこと
が変わっていきました。この頃に友人に誘われて山登
りを始め、そのトレーニングのためにとジム通いを始
め、その流れでマラソン大会に出たりもしました。公
私共に体を動かすようになったことが、良かったよう
で、それまで私を悩ませていた体の不調が解消し、元
気に動き回っていました。
　ここ数年はコロナ禍で思うように動くことができて
いません。近頃少し緩和されていますが、コロナ禍は
まだ続きそうです。しかし、新しい年は、ルールを守
りつつ体を壊さないよう気をつけながら、今を大切に、
仕事もプライベートも楽しめるようにしていきたいと
思います。

戸 室 匡 代

気がつけば年女

アート印刷株式会社
製造グループ

( 昭和 38 年生 )

岩樋山から大山を望む

（旧会社名：メディアコンフォート株式会社）

 www.iwatsu.co.jp

　九州支店 印刷営業担当 〒812-0023　福岡市博多区博多駅東 2-9-25

　　 　　　　　　（アバンダント８４ビル）

ＴＥＬ.092-481-4114　ＦＡＸ.092-481-4225

本社　第一営業部　　　〒168-8501　　東京都杉並区久我山 1-7-41

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ.03-5370-5476　ＦＡＸ.03-5370-5494
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年男新春エッセイ

　あけましておめでとうございます。
　昨年、家族の中で大きな出来事がありました。春に息
子が大学進学で県外に出たことです。思い起こせば私が
親元を離れたのも大学進学がきっかけで、それ以来一緒
に暮らすことなく今に至っています。おおよそ 30 年前
のことです。そう思うと少し寂しさもありますが、今ま
で元気に成長してくれたことをうれしく思います。これ
からしばらく大学という準備期間を経て、本当の意味で
親元を巣立つ日を、お互いに元気で迎えられることを願
います。
　息子は進学した京都の大学の農業交流ネットワーク
というサークルに所属しています。農業の現場で全国の
農家の方と作業し、食や泊、遊びを共にするという活動
で、京都だけではなく他県にも出向いているのですが、
実は私が紹介しました。現在弊社では、広島県域の農家
や漁師など食のつくり手を取材し、その思いを誌面にま
とめた冊子と、そのつくり手の食材を、一緒に読者に届
けるという食べもの付定期購読誌『ひろしま食べる通
信』を発行しています。その取材の中でサークルの学生
たちと縁があったからです。まさか息子がその大学に進
学することになるとは思っていませんでしたが、合格後
に届いたサークル情報がまとめられた冊子を見て思い
出しました。軽い気持ちで紹介しましたが、性に合って
いたのか継続的に参加しているようで、夏には沖縄を訪
れ、11 月には私がサークルを知るきっかけとなった広
島県の農家にも訪れたようです。
　縁というのは不思議なもので、時が経つと点と点だっ
たものが線となり、線と線が円となることを年月の経過
とともに実感します。だからこそ、一つ一つのご縁を大
切にしなければならないのだと思えるようになりました。
　先ほどご紹介した『ひろしま食べる通信』の発行目的
は、食をつくる人と食べる人が直接つながることです。
食べることは健康的に生きるために欠かせません。ま
た、食文化という言葉があるように、その土地ならでは
の食材、それらを使った郷土料理や食にまつわる慣習な

ど、食べるものや食べることは人々の暮らしを豊かに彩
り地域の歩みを語り継ぐ宝です。
　ですが、もしかしたら私たちは日常生活の中で食べる
ことを「当たり前」と思い込み、その価値をあまり深く
意識することなく過ごしてしまっているかもしれませ
ん。特に今、コロナ禍、災害、戦争、円安…世界を巻き
込んださまざまな出来事が起こっています。海の向こう
の状況は遠い国のお話ではなく、私たちの暮らしに大き
な影響を及ぼしています。食もその一つで、輸入に頼っ
ていたものが入らなくなり、入ってきても価格は高騰。
毎日のように飛び交う品薄や値上げのニュースは実感
となって私たちに襲いかかり、思わぬ形で世界とのつな
がりを知ることとなっています。
　こんな時だからこそ、これまで以上にすぐそばにある
広島県の食に目を向けることが大切なのではないかと
考えています。世界を劇的に変えることはできなくて
も、一人一人の小さな一歩によって、食のつくり手、そ
れを食べる私たち、互いの笑顔と幸せな未来につながる
と信じて。
　『ひろしま食べる通信』は今年の 2 月に発行される予
定の Vol.36（冬号）で、約 7 年の歩みに幕を閉じるこ
ととなりましたが、この取り組みがなければつながるこ
とができなかったであろう方々とのご縁や、さまざまな
ことを知る機会を得ることができ、何にも代えがたい財
産となりました。
　しかし私たちは歩みを止めるわけではありません。こ
れからも広島県域を中心にさまざまなつくり手の思い
を届ける Web メディア『つくる人に、会いに行く ひ
ろしま食物語』をスタートします。形は違えど、今まで
のご縁を大切にし、さらなるご縁を求めて。偶然ではあ
りますが、年男となる 2023 年は新たなスタートの年
として、今まで以上に躍動していくつもりです。京都で
新たな道を進み始めたばかりの息子に負けないように。

梶 谷 剛 彦

今までのご縁に感謝し、
2023 年を新たなスタートに

株式会社中本本店
ライツ・ラボ　部長

( 昭和 50 年生 )
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。新しい年を迎
えるにふさわしく、私は今、新鮮で前向きな心持ちで
過ごしています。
　私は幼い頃から印刷・出版の業界に憧れて、大学卒
業とともに上京。出版社勤務を経て東光印刷に入社し
ました。憧れていた職種でしたが、挫折や失望、絶望
を経験するうち、無意識のうちに「諦め」に似た感情
で自分の気持ちに壁を作っていたようです。そうする
ことでしか 20 代の私は自分を守れなかったのかもし
れません。しかしここ数年で、私の心を覆っていた壁
が少しずつ壊れてきて、もともとの興味、関心がまた
顔を出すようになってきました。今年で 36 歳。人生 3
度目の年男には、もう幼稚な壁は要らなくなってきた
ようです。そんな自分に気づかせてくれたのは２歳の
息子の存在でした。
　息子がうまれてから、私の生活は激変しました。仕
事との向き合い方、取り組み方も変えざるを得ません
でしたし、プライベートでも、例えば趣味の時間が全
くなくなりました。読書もしない。映画も観ない。熱
心に応援していたカープにも、いつのまにか疎くなっ
てしまいました。変化に対応するために、今までの自
分を崩していく作業がどうしても必要になったのです。
一方で、息子はどんどん成長します。歩けるようになり、
近所を一緒に散歩できるようになりました。息子は色
が好きで、花や看板を指さしては「アオイ―！」「アカ
イネェ！」などと言うようになりました。絵本も大好
きで、毎日食い入るようにページを見つめています。
クレヨンで一緒にお絵かき遊びができるようになりま
した。しっかり握ったクレヨンを画用紙にこすり付け、
目をまんまるにして私に驚きを伝えてくれました。息
子と日々を過ごすうちに、だんだんと私の心がほぐれ
ていったようです。
　息子の目を通して世界を見つめることで、色が色と
しての輝きを取り戻し、絵本に印刷された世界が生き
生きと動き出し、クレヨンの色が画用紙に乗ることに
新鮮な驚きと感動を覚えました。私を囲んでいた幼稚

な壁はこうして崩れ去り、印刷に対する純粋な気持ち
を思い出させてくれたのでした。
　思えば私も幼い頃からお絵かき遊びが好きで、裏面
が白紙の折込チラシを見つけては絵を描いていたもの
です。いつしか本でもチラシでも、印刷物全般に魅か
れるようになりました。中学生の頃は生徒会新聞を作っ
て印刷し、学校中に貼り出しました。大学生になると、
オリジナルの缶バッジを作って販売するなどして遊び
ました。作ったものが印刷されることで大量に複製さ
れ、配布されて、たくさんの人に情報が届く。そんな
活動を通して得た喜びを、最近また思い出しています。
　新年を迎えたいま、紙面を作りたいという純粋な欲
求に改めて目を向けることができています。うさぎ年
の今年、初心に立ち返って紙面作りの業務にあたりた
いと思っています。情報やそれに付随する印象を、言
葉で、色で、デザインで、ストレートに伝えられるよ
うな、素直な紙面作りを心掛けるつもりです。また、
私生活の変化によって興味の幅が広がり、新たな視点
も獲得できたと思います。今年は昨年より広い視野を
持って紙面作りに取り組めるのではないかと期待して
います。そしてこの好奇心を紙媒体だけにとどめず、
様々なデジタルメディアへ展開させることにも挑戦し
ていきたいです。うさぎの跳躍力にあやかって飛躍の
一年にできるように。気を引き締めて、新年のスター
トダッシュです。

初心にかえり、うさぎのジャンプ

年男新春エッセイ

道垣内 大志
東光印刷株式会社
広告運営１課

( 昭和 62 年生 )
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　新年あけましておめでとうございます。本年もどう
ぞよろしくお願いいたします。
　2 度目の干支を迎え、今年 24 歳になります。新卒で
入社してから約 2 年、感性マーケティング室という、
数年前に立ち上がった部署で仕事をしております。社
会人としてはまだ経験が浅く日々学びの連続ですが、
20 歳までは器械体操の選手としてアスリート生活をし
ておりました。
　体操を始めたのは 1 歳半のころでしたが、広島には
選手として練習できる環境が少なく、本格的に練習を
始められたのは中学生と、周りに比べてとても遅いス
タートでした。それでも朝は家で 3 時間のトレーニン
グ、夕方は体操クラブで 5 時間以上の練習を週 6 日続
け、1 年で初の全国大会に出場することができました。
その後もインターハイや国体など多くの試合に出場さ
せていただき、団体全国 3 位の成績まで残すことがで
きました。本日は、私の選手生活を最初から最後まで
親身に支えてくださった、Ｓ先生の教えの１つ「考え
る力」についてお話させていただこうと思います。
　Ｓ先生はいつも、「上手くなりたいなら、自分で考え
ろ」という事を言われていました。練習中に誰かが「何
したらいいですか」と聞こうものなら毎度練習を中断
し、説教されたのをよく覚えています（笑）。「上手く
なりたいのは自分なのに、そのために努力する過程を
人任せにするな」と。繰り返し同じことを言われてき
たので、いつの間にか目標達成のためには、「いつまで
に何が必要か、そして今の自分に足りないものは何か、
どうすればそれを補えるのか」という事を考えられる
ようになっていました。この「考える力」は戦略的な
練習に繋がり、1 年で全国大会出場を達成した大きな
要因になったのではないかと思います。
　そしてこの「考える」という習慣は、体操だけでな
くどの場面でも大事なことだと、社会人になってから
気が付きました。「昔はこうだった」とか「他の人がこ
うしているから」など、右ならえで考えない姿勢が問
題視される日本社会ですが、この 24 年間を振り返っ
てみるとイレギュラーな事態ばかりで、変化しなくて

いい理由など見当たりません。2000 年問題やアメリ
カの同時多発テロ、前回のうさぎ年には東日本大震災、
今はコロナ禍や戦争など、これまでの当たりまえが通
用しなくなったことは明らかです。このような先が見
えない社会で自分が、会社がどう変化していくか決定
するには「考える力」が必要だと思います。社会人 3
年目突入というこのタイミングを良いきっかけに、社
会や業界の課題をしっかりと捉え、その解決をしなが
ら未来を切り開く新サービスや企画を自分の頭で考え、
ビジネス拡大していくことを重要視していきたいと思
います。
　大事なことを教えてくださったＳ先生は 12 月いっ
ぱいで指導を引退され、1 月から私が指導を引き継ぐ
ことになりました。忙しい 1 年になりそうですが、体
操だけでなく自分が教わってきた大事なことを選手や
生徒たちに伝えられるよう、頑張っていきたいと思い
ます。皆さまにとっても、今年が充実した 1 年になり
ますように。引き続きよろしくお願いいたします。

「考える力」で未来を創る

年女新春エッセイ

前 田 優 林（ゆりん）

株式会社ユニバーサルポスト
感性マーケティング室

( 平成 11 年生 )
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あけましておめでとうございます
令和 ５ 年 元旦
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　私は『デザインのひきだし』という印刷・紙加工の
実践情報誌を作成していますが、同時に、印刷とか紙
とかデザイン、あとは２年に１回ぐらい自分の趣味に
寄った本を年間３冊とそれ以外の本を５～６冊で年間
９冊ぐらい作っております。
　今日は、『デザインのひきだし』のお話を中心に話さ
せていただこうと思いますが、『デザインのひきだし』
が 2007 年１月に創刊し、創刊当時から印刷部数は
１万部作っています。広告は一切入っていません。それ
で、創刊から 30 号ぐらいまでの 10 年間ぐらいは、
１万部作っていると発売と同時に買っていただき、だい
たい１年ぐらいで全部が無くなっていましたが、30 号
を出した時に、『新しい特殊印刷加工の教科書』という
テーマで、日本全国からこんな特殊印刷ができるよとい
う所をご紹介した特集を作ったら、SNS ですごくバズっ
たと言いますか、「こんな本がある」みたいなことで知っ
ていただく機会があって、それまでは、グラフィックデ
ザイナーやエディトリアルデザイナーとか、そういう印
刷物を作るデザイナーの方と企画をする人。あとは実際
の現場で印刷加工・製本なんかをなさっている人という
ところがほとんどでしたが、それからはそれに加えて個
人的に印刷物を作っている人が増えました。
　それで１万部の作製ではいくらなんでも手に入らな
いというのを既存の読者の方からお声をいただいて、
それで 35 号から一応１万２千部に増やし、なおかつ
印刷製本でできる限り、素材、材料がある部分全部作
るようにお願いして、今は１万 3,500 部を出荷してお
ります。
　価格は、2,000 円プラス消費税でしたが、十数年経
ちますと、だいぶ紙代も、印刷・製本代も上がりまし
たし、あとは、創刊号の頃と今では、だいぶ付録とか
表紙とかの仕様が異なってきており、どうしてもコス
トが追う毎に制作費用が上がってきました。そこで、
自分でできることは外部に委託しなくて自分でやるよ
うにコスト削減に努めてきましたが限界があり、今か
ら６号前から、2,200 円プラス消費税で、今 2,420 円
に上げさせていただきました。ただ、ありがたいことに、
その時にも「全然、上げてもらっていいから、出して

もらうほうがいいです」みたいなお声を多くいただい
て、書店さんからも「全く影響ないです」ということだっ
たので、皆さん、ちゃんと値上げをしても理解してい
ただけたのが大変嬉しく思いました。
　『デザインのひきだし』を見られた方は、感じられた
と思いますが、紙製品を企画する側が、それをお願い
するために必要な情報をいろいろまとめてご紹介をし
ています。毎号テーマ、ワンテーマ、「製本」とか「箔
押し」とかといったことにテーマを決めて特集をして
いますが、そういった印刷物の良さとか紙の素敵さみ
たいなを写真に撮って印刷してお伝えしようと思って
もどうしても伝わりにくいということが、それはもち
ろん紙の持つ印刷加工の良さだと思いますので、でき
るだけ実物サンプルを多く付けて、それを読者の皆さ
んに実感していただいて、良さが伝わって、それを使っ
ていろいろな紙物を作っていただきたいということで、
できるだけ付録するようにしております。それに合わ
せて、特に表紙ですね。あとは製本とかホウコウ用紙
もですけれども、そういったものも特集のテーマに合
わせて、できるだけ実験をして、正直、失敗に近いこ
ともありますが、製本とか表紙の加工を使う素材とい
うのも特集に合わせてできるだけチャレンジをしたも
のを使うようにしております。
　読者層は、圧倒的に 30 代、40 代の女性がメインター
ゲットです。正直言うと、『デザインのひきだし』だけ
ではありませんが、私が作っている本は、ほとんどが
同じです。
　デザインの本にしても、画集のようなものにしても
そうですし、あとは、２、３年に１回ずつ、本当に趣
味の全然ジャンル違いのものでも、主要読者は変わり
ません。
　でも本当は、編集者としては全然違った属性の人。
例えば、20 代男性とか 10 代の女の子とか、そういう
人に向けた本も自在に作れるということがいいのかも
しれないですが、残念ながら私はそういったことはよ
くできませんで、今よく広告業界でもそういうところ
でも、１つペルソナを立てるとかいって、仮想の消費
者から仮想の読者、想定読者みたいなものを決め込ん

グラフィック社 『デザインのひきだし』編集
津 田 淳 子 氏

『デザインのひきだし』のつくりかた
～売り切れ続出の『デザインのひきだし』の秘密に迫る！～

2022印刷産業夢メッセ　基調講演
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で、そこに向けて広報して、リサーチして、本を作る、
消費も作る、広告も作るという手法もすごく多いです
が、私は残念ながらそういった才能は全くありません
で、もう自分が知りたい、周りもそうだよね、知りた
いと思っているよね？というところがスタートになっ
て、本を作っております。
　いやらしい話ですけれども、よく売り切れ続出と書
いていただいているので、売行きを直近２号前につい
てお話しします。日本で一番大きな書店チェーンのデー
タですが、消化率が 99.6％、返品率 0.2％で、あと 0.2％
は多分、数冊どこかのそのチェーンの中に在庫がある
という、まだ置いてある所が数冊あるよという状況で
す。46 号、１号前は箔押しの特集で、消化率 100％
で返品率もゼロ、弊社のほうにも在庫無し、書店にも
在庫無しという状況です。

※ここからは、創刊から 47 号までをどのように作成
しようと思いついたか、そして、創るにあたって失敗例、
成功例をパワーポイントで詳しくお話しされた。その
中で山口県の赤坂印刷㈱の話もありました。

　最後に自分が頼みたい加工会社、私が『デザインの
ひきだし』を頼んできた中で思いますが、基本的には『デ
ザインのひきだし』は図書印刷に頼んでいますし、表
紙とかそういったものは全然別のところに頼みます。
会社の出版物自体はかなり図書印刷に頼んでいます。
それの理由としては図書印刷には製本コンシェルジュ
と言われる職業の人がおられるからこそというのがあ
るので、その人はもともと製本の現場におられいまは
出版社に図書印刷の営業の人とちょっと難しい製本の
時には必ず来てくれる人で、色々こんなことをやりた
いと言うと、現場にこうしたらできるという間をつな
いでくれる人なんですね。『デザインのひきだし』はそ
うですし、ちょっと他のほうでも製本でちょっと注意
しないといけないなという時は来てくれて、色々ここ
だったらできる、これはテストしないと無理みたいな
ところを色々と教えてくれて、それでできるというの
が一つ。
　それ以外にも、いろんな『デザインのひきだし』で

リサーチに行って、「御社で得意なところは何ですか？」
とよく伺うと、「言ってもらったら何でもできますよ」
ということをおっしゃる会社が結構あります。実際に
私がこういうことをやりたい、こんな印刷をしたい、
こんな製本をしたいと言ったらやってくださると思い
ますが、私たち頼む側からすると「言ってくれたら」
みたいな「どんなこと」を、どんなことを具体的にど
ういうことがあるのだということを分かっていないん
ですね。だから、「言ってもらったら何でもできるよ」
というのは、こっち側からすると、何も分からないと
いうのと同義語になってしまっているので、そうじゃ
なくて、ごく普通のことでも我らにとっては、「それす
ごくいいな」と思うことがたくさんあるので、例えば「板
紙に印刷するのが得意なんですよ」、その会社の人から
したら当然のことですから、わざわざアピールするま
でもないって思われるのです。そう思われる方がたく
さんおられます。「うちはただ板紙に YMCK 刷ってい
るだけですから」と謙遜されますが、「いやいや、板紙
に印刷するのが得意なんですか。何ミリぐらいまでと
か何グラムまで刷れますか」とか、「何色までいけるの
か、何回通してこうでとか、できますよ」とか聞くと、
こっちからすると「えっ、すごい。そんなこともでき
るんだ」って感じるのですね。でも自社でできること
は当たり前だと思ってアピールなさらない方は本当に
もったいないと思っているので、「板紙に CMYK バッ
チリ色合わせするのが得意なんですよ」とか言ってく
れたりとか、「うち、正直コンマ 9 ミリまでの板紙通せ
ます」とかすごいってなるし、自分の会社にできるこ
とが普通だとは思わないで、どんどん具体的にどんな
ことができるということを教えて欲しいなと本当に思
います。それこそ「ザラ紙みたいなものにも刷れます」
というのも、こっちからすると「えっ、刷ってくれる、
嬉しい」みたいなことですよね。実際にあったことで、
その会社は中性紙とかザラが得意でたくさん刷ってい
て、４色でも結構きれいで、ザラ紙用のカラー、分解ファ
イルを作っていて、CMYK でなるべく沈まないように
刷ってくれるのはすごいことだと思いますが、「いやぁ、
ザラ紙に刷ることは当然なんで」と言われて「いやいや、
それはすごいからアピールしてください」とお話する
し、実際に私はザラ紙に刷るときにはそこに頼みますね。
　他、自社がやっていることを本当にこっちからする
と「すごいそんなことできるのだ」ということばっか
りだと思いますので、何か、何でもできますとか本当
に普通の CMYK 仕上がりだけなんでとかおっしゃらな
いで、どんどん「こんなことやります」、「こんなこと
できます」というのをアピールして欲しいな。そした
らこっちもその時に頼むのにというのがよく思ってい
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ます。
　もう 1 コ、私がさっきの表紙で箔押しをコスモテッ
クさんに頼んでいるとか、他にも出版物でだいたい東
京近郊、埼玉他で作ることが多いのは確かですけども、
そうじゃなくて北海道の印刷会社とか箱屋さんにも頼
む。大阪のピンクマスターに刷るのにわざわざ大阪に
頼んだりとか、東京じゃない会社に頼むことは結構あ
るんですね。でも、それは何でかというとそういう唯
一の技術だったりとか、自分のところはこんなことが
できるとアピールしていただいてみて、「わあ、すごい」
と思えば、北海道といえども輸送で１日見ておけばど
うにでもなるので、日本全国どこでも本当にプラス１
日ぐらいあれば頼めないところはないなと思っている
ので、そこ唯一の技術だったりとか、単なる箔押しだ
としてもここに頼むと校正の時に、「いまこんなのもあ
るから押しておきましたよ」とか３種類ぐらい頼んで
もいないのに、校正の時に…。そうすると、「こっちの
金のほうがよかったチャンス１でお願いします」とい
うことになって、あそこに頼むと別にそういうことじゃ
なくて、プラスアルファで「この紙だと、多分よくイ
ンキがコールドで乗らないのでこっちにしたほうがい
いですよ」とか、そうしたらこっちも当然ながらコス
トも払うので２種校正、紙２つになってもそんなにコ
ストは掛からないので「２種校正でお願いします」と
なったりとか、プラスアルファのこっちがどんなこと
をしたいかということを考えて下さって、ちょっとし
た提案をしてくれたりとか、それで「こうしておきま
したよ。もともと言われたのはこうだったけど、こっ
ちも有りじゃないですかね」ということを教えてくれ
たりとかがあると、もう別に東京じゃなくても、さす
がに海外は考えますけど、日本国内だったら、私も実
際に北海道、大阪、四国とか頼んでいるので、一つ乗
り越えてでもお願いしたい会社はそういうことだなと
感じています。
　『デザインのひきだし』を作っている中で、すごく情
熱のある印刷会社さん、加工会社さん、製紙会社さん

と出会って、そうすると意気投合してこうしましょう
といって、前もそんな感じで表紙もできている感じで
はあるんですけども、出版物だけでいっても雑誌なん
かはかなり数量が減っていますし、書籍も数年前まで
は年間８万タイトルぐらい出ていたのが、今年は多分
７万タイトル切っていたりとか、一つひとつの部数が
減っていたりとか、印刷物を取り巻く状況は決して右
肩上がりとは言えないと思いますが、ただやっぱり紙
だからこそいいとか、意匠性みたいな面もありますし、
そうじゃない機能という面では私は紙がすごく優れて
いるところがたくさんあるなと思っていて、そういう
強みを知って、それを活かした本を作ることで、うち
の会社で言っても業績としては毎年上がっていますし、
やり方次第でまだまだ元気にこれから新しいまた紙製
品、紙物というのは出てくるなというのは、自分自身
の出版で感じています。皆さんの会社がどんなことを
されているのか、皆さんがどんなデザインをされてい
るのか、どんなものを作っているのかということを、
ぜひ、「うちは普通のもので…」とか言うのではなくて、
どんどんアピールしていただいて、私にも教えていた
だきたいですし、お客様にも周りの方にも言っていた
だくことで「そんなことができるのだったら、こんな
ことできますか？」ということで、印刷物の使われる
範囲というのがもっと増えて行く可能性はあると私は
思っていますので、ぜひ、皆さんの得意なところを私
にもそれ以外の人にもぜひ教えていただいて、一つで
も多く、いい紙物を作るためにも情報発信していただ
きたいなと思っております。

〒116-0011　東京都荒川区西尾久4-25-3
〒540-8520　大阪市中央区和泉町2-2-2
〒460-0002　名古屋市中区丸の内2-4-20
〒060-0041　札幌市中央区大通り東3-1
〒816-0053　福岡市博多区東平尾1-18-54

（株）内田洋行グループ企業

認証取得企業ISO14001
ISO  9001

070606

www.utecs . co . jp

☎03（5901）2171
☎06（6920）2460
☎052（220）5270
☎011（241）2825
☎092（624）9988

紙枚数計数機

AT-twin
カウントロン

めくりクセがつかない計数機に
ダブルヘッド型が新登場

用紙端２ｹ所の同時計数により
精度向上と時間短縮を実現

NEW
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　12 月８日 ( 木 ) 午後２時 00 分から、第５回拡大理
事会を、理事長、副理事長、他役員 23 名が出席で開
催された。　　　　　
　始めに、中本理事長から ｢早いもので今年最後の理
事会になりました。お忙しいところお集まりいただき
ましてありがとうございました。９月末の名古屋での
全印工連フォーラム、10 月には３年ぶりの夢メッセ開
催、先月には東京での理事会等々スケジュールはあり
ました。そういったところで来年はいよいよ 2023 全
日本印刷文化典広島大会が開催されます。全印工連
フォーラムでは PR をしましたがいよいよ本番を迎え
ます。各委員会で活発な意見を重ねながら、10 月には
全国の仲間をお迎えしたいなと思います。ご協力をお
願いします。次に先日の理事会の報告をします。中小
印刷産業振興議員連盟総会での話の中で、電気料金値
上げがあったが印刷料金に転嫁したかの問いに、殆ど

　公益社団法人日本印刷技術協会より「印刷白書
2022」が発刊されたのでご案内します。
　本書は、公表された各種統計データから、印刷産業
の動向を捉えるために必要なものを網羅、掲載すると
ともに、今後のビジネス展開における重要課題も多く
取り上げ進むべき方向性も示唆されております。
　SDGs、DX が叫ばれる時代にあって、クライアント
も印刷物の価値や必要性を見直しています。今後、益々
小ロット化が進むと思われる状況において、さまざま
に注文を増やす戦略をとらないと、収益の確保は難し
くなっていくでしょう。本書は Kynote を“印刷会社
の造注・創注戦略”として、具体的にどのような手法

「第5回拡大理事会」開催

ＪＡＧＡＴ刊　『印刷白書２０２２』のご紹介

ができないと回答があった。そういう話を議員に聞い
てもらった。そして、産業戦略デザイン室から『DX に
よる価値創出について』PDF を作成したので皆さんに
ぜひ見てもらいたい｣ 等々の話があり議題に移った。
議題
(1) 新年互礼会の開催について
　　開催の注意点を報告
(2) 夢メッセの総括について
　　開催記録の作成
(3)2023 全日本印刷文化典広島大会に向けて
　　・各委員会の
　　　役割
　　・業務、委員
　　　会同士の横
　　　の連絡等々
(4) その他

をとるべきか、どこに着目すれば指針となるのかなど、
各テーマに沿って具体的な事例を交えて考察を行って
います。ビジネスの進むべき方向性を定めるヒントと
なるでしょう。
　つきましては、組合員の皆さま方にとっても有益な
図書であると判断し、ご紹介させていただく次第です。
　なお、当組合を経由してお申し込みいただければ、定
価 9,900 円を組合員様特別価格　8,300 円 ( 税込 ) ＋
送料でご提供させていただきます。
　申し込みについては、広島県印刷工業組合事務局
　TEL ／ 082–293–0906　までご連絡ください。

【新刊紹介】

　　　　　　　　　　　　組合斡旋価格　8,300 円 ( 税込 )　×　　　　　　　冊
　　　　　　　　　　　　送料 ＋ 620 円　／　２部以上　820 円

送付先所在地

会　社　名

部　　　署

申込担当者

印刷白書 2022

お申込み先

〒

TEL

【申込書】 月　　　日

FAX／082–293–0954　広島県印刷工業組合

フリガナ

FAX

役職
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 勤続３０年表彰 ５名

 勤続２０年表彰 １８名

 勤続１０年表彰 ６名

令和４年度 永年勤続表彰 

受賞者の皆さまおめでとうございます
　令和４年度の永年勤続表彰が１１月２３日付けで実施され、勤続３０・２０年の被表彰者には滝澤光正全印工連会長・中本俊
之県工組理事長連名、勤続１０年の被表彰者には中本俊之県工組理事長名で表彰された。なお、今年の表彰者は２９名で昨
年に比べ４名の大幅減だった。今後も引き続き健康に気を付けて頑張ってください。

◆中　川　知　幸 株式会社アドプレックス
◆垰　　　義　昭 　　　〃　　　
◆　　　　佐知子 　　　〃　　　

◆難　波　憲　司 株式会社アドプレックス
◆新　井　　　良 　　　〃　　　
◆岡　本　健　吾 　　　〃　　　
◆池　田　亜希子 　　　〃　　　
◆高　取　正　樹 株式会社インパルスコーポレーション
◆井　藤　順　児 　　　〃　　　
◆立　道　哲　視 　　　〃　　　
◆田　原　裕　二 重田印刷株式会社
◆奥　家　純　子 　　　〃　　　

◆末　田　宏　治 株式会社インパルスコーポレーション
◆笹　川　俊　明 　　　〃　　　
◆福　原　智恵美 　　　〃　　　

◆桑　田　智恵美 重田印刷株式会社
◆山　岡　智栄美 　　　〃　　　
◆細　川　将　英 株式会社新生　　　
◆脇　　　勇　人 セイコービジネス株式会社
◆黄　幡　和　彦 大洋印刷株式会社
◆内　藤　美　明 　　　〃　　　
◆藤　信　正　洋 　　　〃　　　
◆多　田　 　　準 株式会社中本本店　　　
◆小　原　慎　也 　　　〃　　　

◆小　野　純　子 瀬戸内海印刷株式会社
◆藤　原　雅　子 株式会社中本本店　　　
◆野　田　留理子 　　　〃　　　

◆佐　古　宏　司 サンヨーメディア印刷株式会社
◆兼　岡　日出臣 瀬戸内海印刷株式会社
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東　　京
印刷会館

印刷会館

web会議

8日
産業戦略デザイン室会議
拡大理事会

DTP技能検定事前研修
鳥　　取中国地区理事長会
熊　　本全青協正副議長会

広島大会、総務・広報企画
打合わせ

9日

17日
10日

21日

26日 印刷会館広島大会、式典打合わせ

 

　月

12

　11 月９日 ( 水 )、福山支部価値組委員会の 11 月（第
226 回）例会を開催しました。今回は年明けの新年互
礼会について考える実行委員会を兼ねた例会でした。
　コロナ禍が始まった 2020 年はギリギリ開催出来た
新年互礼会。そのあと、あれよあれよという間に拡がっ
てしまって、どうなることかと思案しているうちに翌
年の互礼会は中止、さらにもう１年、悩んだ末に中止
を決定。もう、、、２年開けていない備後印刷産業新年
互礼会。今度の年明の互礼会は何とか開催したく、ど
ういうやり方が出来るか？から、どんな互礼会にした

いかを、皆さんの知恵をお借りしながら打合せしてい
きました。今のところ開催する予定（キッパリ笑）。お
楽しみにしていてくださいね。
　さて次回、12 月の例会は親睦例会の予定。集まって、
語り合って共有することで、刺激やヒントをお互いに
情報交換しながら、自社の仕事のヒントやモチベーショ
ンアップに。そ
して自社の強み
に気づくことに
繋がればと思っ
ています。あり
がとうございま
した。 （占部）

◎ 組合のうごき

事務局だより

【福山支部だより】

福山ニューキャスルホテル
リーガロイヤルホテル広島

東　　京

広島コンピュータ専門学校

5日

備後印刷産業新年互礼会
県工組新年互礼会

ＤＴＰ技能検定　実技試験
web会議常任役員会
東　　京経営革新マーケティング委員会

ＣＳＲ推進委員会

11日

26日

16日

27日

 

　月

1

１１月例会　新年互礼会開催について



デジタル印刷に託す、印刷の未来

詳しくはこちら ▶
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